
令和７年度 学校評価総括表  伊丹市立みずほ幼稚園                                                               

教育目標 心豊かに、健やかに生きる子供の育成 

重点目標 
業務改善に取り組み、教職員が心身共に健康を保ちながら、子供主体の保育を推進する。 

 （１）保育の質の向上を図る（２）拠点園（Dブロック）としての教育の推進（３）地域や保護者に開かれた教育の推進（４）子育て支援教育の実践  

項目 重点項目 具体的施策 達成目標 
自己

評価 
成果と課題 改善策 

学校関係者 

評価 

学
力
の
向
上 

自
分
で
考
え
決
定
し
て
行
動
す
る
子
供
の

育
成 

・ 研 究 テ ー マ
「主体性を尊重
し、支える保育
の創造」を研究
の視点とし、自
ら考え決定して
行動する子供
の育成に努め
る。 
 
 

・職員全体で連携し、チーム保育の

実践力の向上につながるよう、子

供の姿を振り返り、共に環境の

再構成に取り組む。 

 

・保育計画には、自分で考え決定し

て行動するための環境の構成の

ポイントを明記し、実践に活か

す。 

・園内研究会や市内公開保育を通

して、互いに学び合い、自園の保

育に取り入れる。また、地域の就

学前施設や小学校へ発信する。 

・月２回の短期指導計画の前後に

環境の再構成に取り組む時間を

設ける。また、保護者アンケート

の研究に関する項目の割合が８

０％以上になる。 

・短期指導計画やエピソード記録の

子供の姿から、環境の構成のポ

イントを検証し、視覚化する。 

・園内研究会と拡大研修会を実施

し、共同研究園の園内研究会へ

積極的に参加する。南ブロックの

研究発表に向けて取り組み、自

分で考え決定して行動する子供

の姿につながる環境の構成につ

いて学びを深める。 

B 

・園内の環境について園務日程に位
置づけ、定期的に話し合う機会を
もち、子供の学びを支える環境の
再構成ができた。 

 
・南ブロック共同園と共に、短期指導
計画を活用し、環境の構成のポイ
ント表を検証したことで、時期や学
年によって環境の構成が変化して
いくことや、いつでも大切にしなけ
ればならない環境の構成があると
いうことが再確認できた。 

 
・保護者アンケートで９０％以上の肯
定的な評価を得ることができた。 

・園内の環境について、会議に参加

しない職員も含め、全職員で共

通理解が図れるよう、視覚化し職

員室内に掲示する。 

 

・引き続き環境の構成のポイント表

を用いて、子供の育ちを確かめた

り、教師自身が保育を振り返った

りする際にそれぞれの教師が意

識して活用する。 

 

・今後も、市内の幼稚園と互いに学

び合い、自園の保育に取り入れら

れるよう努める。 

・日常の保育
だけではな
く 、研修や
研究を通し
て資質向上
に努めてい
ることに感
心する。 

・市内の公立
幼稚園とた
かめあって
いることが
良い。 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・
保
育
の 

推
進
と
充
実 

・組織的、計画
的なインクルー
シブ教育・保育
の充実に努め
る。 
 

・全職員で連携を図り、個別指導計

画に基づいた一貫した支援を組

織的に行う。 

・よりよい支援や共に育ち合う保育

を行うため、チーム会において職

員間で必要な手立てを考え合

う。 

・にじいろ保育に係る取り組みにつ

いてにじいろだよりやホームペー

ジを通して発信し、全保護者の

理解と啓発を図る。 

・職員間で共通理解を図り、よりよ

い支援について共に考え合う場

として、にじいろチーム会・各クラ

スチーム会を定期的に実施する。 

 

 

 

・年間７回、計画的に「にじいろだよ

り」を発行する。また、にじいろ保

育に係る取り組みにおける定期

的かつタイムリーなホームページ

の更新を行う。 

・保護者アンケートのインクルーシブ

教育・保育に関する項目におい

て、肯定的な評価が８０％以上に

なる。 

B 

・個別指導計画を基に全職員で共通

理解を図り、組織的に支援を行っ

た。また、職員会議やにじいろ、及

び学年のチーム会、保育前後の打

ち合わせ等を通して情報共有を

図ったり支援方法について話をし

たりし、職員間で連携を図り合い

ながら支援にあたることができた。 

・年間７回のにじいろだより発行、ま

た、にじいろ広場を行う毎にホー

ムページでタイムリーに発信した。 

・保護者アンケートで９0％以上の肯

定的な評価を得ることができた

が、一部、肯定的ではない評価も

あった。 

・個別指導計画に基づいた一貫した

支援を行うためには、職員間での

共通理解と連携が欠かせない。

今後も引き続き、全職員で組織

的に支援を行えるよう職員間で

の情報交換、情報共有、共通理

解を大切にし、よりよい支援につ

いて共に考えながら取り組んで

いく。 

・一人一人の発達や課題に応じたき

め細かい支援を行うと共に、子ど

も同士が共に育ち合える環境や

関わりを大切にし、個と集団の両

面で子供の育ちを支えていける

よう引き続き取り組んでいく。 

・参観や子ど
も同士のか
かわりの様
子から 、ど
の子供も、
共に育ち合
っているこ
とが感じら
れる。 

・今後も公私
立就学前施
設の拠点と
して進めて
い くこ とに
期待する。 



 
 
 
 
 
 
 

豊
か
な
心
・健
や
か
な
身
体 

 
 
 
 
 
 

人
権
教
育
の
推
進
・充
実 

・子供、保護者
の人権意識を
啓発し、互いに
尊重し認め合
える環境づくり
に努める。 
 

 

・自己も他者もがかけがえのない

存在であると共に、友達や家族

等、身近な人に感謝の気持ちを

もてる大切さを保育で意識する。 

・「身近な生活の中で差別や偏見に

気づき自分自身を見つめる」とい

うテーマのもと、個人懇談や学級

懇談会等を行い、保護者と教師

が共に学び合う。 

 

 

 

・人権の花運動に取り組み、感謝す

ることの大切さや生命の尊さを

感じられるようにする。 

・保護者アンケートの人権教育に関

する項目において、肯定的な評

価が 80％以上になる。 

 

・子供の実態や個々に応じた関わり

方、保護者への啓発内容・方法

等を話し合い、全職員で共有し

ながら自己や友達が大切に思え

るような関わりを意識していく。 

・人権教育や他者を思いやることに

つながる絵本や紙芝居等を計画

的に保育に取り入れる。 

・人権の花の生長を通して、子供が

世話をする喜びや生長を楽しみ

にしたり、感謝の気持ちをもった

りできるようになる。 

B 

・保護者アンケートにおいては、９０％
以上が肯定的な意見であった。 

・子供の実態や関わり方について職員
で共有し、子供達に感じてほしいこ
とや気付かせたいことについて意識
しながら保育にあたることができ
た。 

・人権研修では、絵本『ことばえらびえ
ほん ふわふわとちくちく』を使って
子供達の関わりや日頃の生活等に
ついて保護者の方と振り返ったり、
子供達とも考えたりする機会となっ
た。 

 
・人権の花運動を通して、親しみをも
って世話をしたり、生長を喜んだり
する等、生命の尊さを感じることが
できた。 

・今後も引き続き、子供の姿を全職
員で共有しながら、自己も友達や
周りの人も大切に思えるような関
わり、声かけを意識していく。 

・人権研修の機会だけでなく、日頃
の生活の中でわかりやすい教材
や絵本等を取り入れながら子供
達が他者を思いやったり親しみ
をもったりできるよう保育を行っ
ていくようにする。また、保護者と
共に考える機会を作り、保護者啓
発も継続して行っていくようにす
る。 

 
・今後も、動植物との継続的な関わ
りを通して、心を動かし、生命を
大切にする気持ちを育成する。 

・栽培や生き
物とのよい
かかわりが
できる環境
を工夫され
ていること
が素晴らし
い。 

・引き続き、実
体験を通し
て、子供も
保護者も人
権意識を高
める保育を
進めてほし
い。 

体
力
の
向
上 

・基礎的な体力
の向上に努め
る。 
 

 

・発達に必要な経験は子供の興味

関心から継続的な運動遊びの機

会を通して得られるようにする。 

・みずほ幼稚園ならではの坂のあ

る園庭やホールも活かし、身体を

動かして遊ぶ機会を作っていく。

また、室内用の大型遊具も活用

していくようにする。 

・保護者アンケートの体力の向上に

関する項目において、肯定的な

評価が８０％以上になる。 

・保育活動の中で、歩いたり、にじ

いろ保育の教材を活用しながら

楽しく身体を動かしたりする機会

をもつ。 

・粗大運動や小集団での運動遊び

が好きになる。 

B 

・保護者アンケートにおいて、９０％
以上が肯定的な意見であり、徒歩
で登降園する姿が増えたり、地域
に徒歩で出向くことも積極的に取
り入れたりしながら体力向上を図
る機会をもつことができた。 

・今後も、小集団での運動遊びやに
じいろ保育教材を活用しながら身
体を動かす機会を意識していく必
要がある。 

・生活の中で楽しく身体を動かす機
会を作ったり、園外や地域に積極
的に徒歩で出向いたりすることを
取り入れながら体力向上を図っ
ていく。 

・今後も、拠点園の教材や遊具等を
活用したり、小集団・粗大運動等
が十分に楽しめるようにしたりす
る等、意識的に運動遊びを取り
入れていく。 

 

・登降園時の
自転車が多
く見られる。
親子で歩く
機会をもつ
必 要 が あ
る。 

 

基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成 

・基本的な生活
習慣を育成す
る。 

 

・「ほけんの話」や環境を通して自ら
基本的生活習慣を身につけよう
とする子供を育てる 

 
・幼児の睡眠の大切さを伝える。 
・保護者啓発として、「ほけんだよ
り」の配信や、掲示板を使って保
健活動の様子を伝える。 

・月に 1回「ほけんの話」をする時間
を設ける。 

 
・ほけんだよりや掲示板を活用し保
護者啓発に努め、「けんこうカレ
ンダー」等で家庭で規則正しい生
活習慣に取り組む機会をつくる。 

 
・保護者アンケートの基本的な生活
習慣についての啓発に関する項
目において肯定的な評価が 80
％以上になる。 

A 

・ほけんの話を通して、子供が自ら
気付いたり意識したりし、必要感
をもって取り組む姿が見られた。 

・ほけんだよりに加え、今年度は掲示
板（ホワイトボード）を活用して保
護者啓発を行ったことで、保護者
が登降園時に興味をもって掲示
板を見る姿があり、効果的であっ
た。また、幼児の睡眠の大切さに
ついては、アンケートを実施して実
態を把握し、ほけんだよりを通じ
て保護者啓発を行った。 

・保護者アンケートにおいて、肯定的
な評価が１００％であった。 

・引き続き、月１回の「ほけんの話」
を取り入れ、子どもの実態や課題
に即した保健指導を行っていく。 

・ほけんだよりやけんこうカレンダー
に加え、引き続き掲示板も活用し
ながら保健活動の様子を保護者
に伝え、啓発を図り、家庭でも意
識して取り組んでいくことができ
るよう働きかける。 

・幼児の睡眠の大切さについては、
引き続きほけんだよりや掲示版
等を通じて保護者に啓発してい
く。 

・家庭で行うこ
とと集団生
活で行うこ
とが混在し
ており 、家
庭での教育
力必要と感
じる。 

・睡眠、生活リ
ズムが大人
の流れにな
っていない
か心配。 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
園
づ
く
り 

拠
点
園
と
し
て
の 

 
 
 
 
 

役
割
の
推
進 

・D ブロック拠
点園として、研
修研究、架け橋
期の教育、イン
クルーシブ教育
・保育を推進
し、縦横の連携
を図る。 

・ブロック内施設で連携を図りなが

ら皆で学び合い、高め合う機会

として、研究、架け橋期の教育、

インクルーシブ教育・保育におけ

る学びの場を計画、実施する。 

・たよりやホームページを通して、

拠点園事業に係る取り組みに関

する情報を発信し、ブロック内へ

啓発を図る。 

・拠点園事業に係る取り組みをブロ

ック内に案内し、他施設のさらな

る参加につなげる。 

 

 

・拠点園事業に係る取り組みにおけ

るたよりの発行、定期的かつタイ

ムリーなホームページの更新を

行う。 
A 

・今年度行った各種拠点園事業にお
いて、すべての会でブロック内の
施設から参加があり、共に学び合
うことができた。特に今年度から
始まった架け橋期の教育地域部
会については、小学校も含めたブ
ロック内全施設の参加があり、ブ
ロック内でつながりを築き、架け
橋期の教育保育について考え合
うきっかけの場となった。 

・保護者アンケートは肯定的な評価

のみだったことから、たよりやホー

ムページ等を通して、本園の拠点

園としての役割やその推進が保護

者にも浸透してきている様子がう

かがえる。 

・拠点園事業として行う各種研修会

については、今年度の反省を踏

まえて内容等を検討しながら年

度当初に計画し、早めにブロック

内に周知することでさらなる参加

につなげ、共に学び合える場や保

育をブロック内に提供、提案して

いく。 

・架け橋期の教育地域部会につい

ては、初年度となる今年度の取り

組みを踏まえて次年度の内容を

計画し、学びを積み上げていける

ようにする。また、他ブロックの取

り組みも参考にし、より学びが深

まる会になるよう工夫していく。 

・日常の保育
に加えて、
様々な拠点
園事業をさ
れている。 

・公私立就学
前施設や学
校とのつな
がりは心強
い。大変多
忙な中なの
で、精選を
してもよい
のではない
か。 

教
育
活
動
へ
の 

理
解
推
進 

・効果的な情報
発信に努める。 
 

 
 

・動画は園全体で撮り合い、伝えた

いポイントを絞って配信する。 

・幼児期の終わりまでに育ってほし

い１０の姿や研究の取り組みと共

に、タイムリーな環境と関わる子

供の姿や学びを視覚化したもの

を発信する。 

・分担しながら、定期的に配信を行

う。 

・保護者、地域に幼児教育や子供の

学びを発信する。 
B 

・配信した動画を通して、家庭内で親

子の会話に繋がったという声があっ

たが、見ていない家庭もあった。 

・研究リーフレットの掲示やドキュメン

テーションの配信を通して子供の学

びを発信してきたが、園の取り組み

や子供の学びが伝わりにくい。 

・子供の学びをタイムリーに配信で

きるように、全職員が常に撮影機

器を所持し、すぐに撮影ができる

ようにする。 

・降園時や懇談等配信したものを通

して、保護者と子供の姿や学びに

ついて話す機会をもつ。 

・社会的に発 
信が当たり
前になって
いるので、
効果は受け
止め側によ
って異なる
と思う。精
選してもよ
いのでは。 

子
育
て
支
援
の
推
進 

・園、家庭、地
域で連携した
子育て支援の
推進を行う。 
 

 

・架け橋期の教育を進めると共に、

小・中学校、高校、地域で園児が

過ごす機会をもつ。 

・保護者同士が交流を深め、縦と横

のつながりができるよう、オープ

ンスクール、誕生会二部保護者

参加の機会を設ける。 

・地域の幼児教育センターとして、 

週一日保育後引き続きの園庭

開放やみんなのひろば事業を支

援していく。 

・架け橋期の教育を推進すると共

に、小・中学校や高校、地域と関

わりをもつ。 

・オープンスクール、誕生会二部へ

延べ１００人を越える保護者参加

となる。 

・保護者アンケートの子育て支援に

関する項目において、肯定的な

評価が 80％以上になる。 

 

B 

・教育の推進に基づいた近隣への出

向きや、児童、生徒、関係の方と

の関わりの機会がもて、子供達に

とって充実したものとなった。 

・新たに、年度はじめのオープンスク

ール、誕生会二部や園児との製作

活動を行ったが、想定より保護者

の参加は少なかった。 

・アンケートでは肯定的な評価が１０

０パーセントであった。 

・必要性に応じた園、家庭、地域で

連携した教育推進を計画的に行

うと共に、icuco システム、画像

を活用した教育の理解推進に取

り組む。 

・保護者参加の機会について再検

討する。 

・教育理解推進を通した子育て支

援の在り方を探り、自園の実態に

応じた計画を立てる。 

・保護者がい
ろいろな人
とかかわり、
視 野 を 広
げ、一緒に
子育てをし
ていくことが
少なくなっ
ている。サ
ークルやボ
ランティア等
に積極的に
参加してほ
しい。 

 

安
心
・安
全
な 

園
づ
く
り 

・災害、緊急時 
に対応できる力 
を養う。 

・安全点検及び日常のヒヤリハット

を共有し、環境改善を行う。 

・様々な事象を想定した訓練、振り

返りを行う。 

・安全な環境維持、改善を行う。 

・計画的に訓練を実施し、対応力を

つける。 

 

A 

・安全点検、日常のヒヤリハットを共

有し、未然防止に取り組めた。 

・計画的な訓練、振り返り、緊急時の

体制の計画改善も行うことができ

た。 

・引き続き、様々な事象を想定した

定期的な訓練、日常の安全意識

の向上からの環境設定に努め

る。 

・細やかに適

切に実施さ

れている。 



学校関係者評価総括 
 ・職員が尽力されていることが、子供の成長につながっている。充実して過ごしている表情や行動が一人一人から感じるので、来年度も引き続き地域の教育を担ってほし
い。 

 ・就学前に一緒に悩んだり、がんばったりした保護者の仲間は子供が大人になってからもつながり、地域で活躍している。時代は変わっているが是非、保護者同士も良い
つながりや、我が子だけではないつながりも大切にして活躍してほしい。 

次年度に向けた重点的な改善 
 ・今年度まで積み上げた研究でわかったことを保育に活かしながら、引き続き、「感じ、考え、決定して行動する為の環境の構成」を進める。 
 ・今年度の成果と課題や来年度の実態を踏まえた保育の在り方を実践していく。 
 ・引き続き、就学前施設や学校とのつながりを子供の育ち、教育の資質向上につなげる。 
 ・人権意識を高め、一人一人が互いに大切にしあい、子供、保護者、職員、地域とつながりを深め、共に育ち合う機会を組織的、計画的に実施する。 
 ・業務改善に努め、心身共に健康で安心、安全な教育環境をつくる。 

 


